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地域公共政策⼠資格制度に係る制度改正について 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。⽇頃より、当財団の運営にご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げ
ます  
 さて、地域公共政策⼠の運⽤にあたり、2019 年 6 ⽉ 13 ⽇に開催致しました地域公共⼈材開発機構理事会にて
社会的認証に係る運⽤と規程の改訂について決議を致しました。つきましては、別紙のとおり「社会的認証の運⽤改定
と規定改訂について」をお知らせ致しますので、ご確認を賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
 

社会的認証の運⽤改定と規定改訂について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 部 
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【ご連絡先】 
 ⼀般財団法⼈ 地域公共⼈材開発機構  担当︓定松 功 
〒600-8492 京都府京都市下京区四条通り新町東⼊ル⽉鉾町 52 番 イヌイ四条ビル flag 四条 

 TEL︓075-744-1006 FAX︓075-744-0945  Email︓info@colpu.org 

  URL︓http://www.colpu.org/ 
 



社会的認証の運⽤改定と規定改訂について【別紙】 
 
１．社会的認証評価プロセスの変更  

2010 年よりスタートした地域公共政策⼠資格教育プログラムの社会的認証評価について、評価⽅法や視点の蓄積による
実態を踏まえて、現⾏の訪問調査を前提とした評価プロセスを⾒直し、ご申請頂く評価対象の内容や状況にあわせた評価プロ
セスを「プログラム審査委員会」が選択できる規程の改訂を⾏いました。 
 
現⾏の評価プロセス 

 

 
規程改訂後の評価プロセス 
 プログラム審査委員会が書⾯調査を実施し、プログラムの申請内容を確認したうえで、①訪問調査団の編成、②ヒアリング調
査、③質問票の作成のいずれかの⽅法で社会的認証の評価を実施する。 

 
規程改訂箇所 
【規程１】「地域公共政策⼠」資格教育プログラム社会的認証に係る規程  

第 4 条の改訂→２項、３項の改訂によりプログラム審査委員会の書⾯調査を第⼀の評価とする。 
第 6 条の改訂→２項の改訂によりプログラム審査委員会が実施する評価⼿法の選択肢を定める。 
第１２条の改訂→第１２条の改訂により、訪問調査について「できる規程」に変更する。 

 
※2019 年 6 ⽉ 13 ⽇の地域公共⼈材開発機構理事会の決議を踏まえ、2019 年度版「地域公共政策⼠資格制度と社会
的認証ハンドブック」を地域公共⼈材開発機構ホームページにアップロードを予定しています。詳細については、ホームページよりご
確認下さい。 
  



２．軽微な変更⼿続きの変更 
 現⾏の軽微な変更は全ての事項がプログラム審査委員会の審査対象となっているが、これを申請内容ごとに⾒直し、申請項
⽬に応じて届出制を導⼊する制度改正を⾏いました。 

また、科⽬認証の評価結果について、指摘事項、勧告事項に該当する箇所の変更は、軽微な変更の中で対応し、指摘事
項、勧告事項の解消が「軽微な変更申請」で対応できる制度改正を⾏いました。 

 
 

初級プログラム・政策⼠プログラム・キャップストーンプログラムの「軽微な変更」内容と申請事項、届出事項の種別 
 科⽬担当者の変更（申請事項） 
 科⽬内容の変更（申請事項） 
 科⽬の追加や削除（申請事項） 
 科⽬名の変更（届出事項） 
 プログラム名変更（届出事項） 
 ポイント配当の⽐重変更（届出事項） 
 
認証科⽬の「軽微な変更」内容と申請事項、届出事項の種別 
 科⽬担当者の変更（申請事項） 
 科⽬名の変更（届出事項） 
 【新設】指摘事項・勧告事項に対応した科⽬内容等の変更（申請事項） 

 社会的認証の評価にて、指摘事項、勧告事項があり、その評価内容に対応する科⽬内容等の変更を⾏い指摘事
項、勧告事項の解消を⾏う場合は、変更内容について「軽微な変更」申請を⾏って下さい。変更内容が確認できる添
付資料（エビデンス）とあわせてご提出下さい。 

 
※2019 年 6 ⽉ 13 ⽇の地域公共⼈材開発機構理事会の決議を踏まえ、2019 年度版「地域公共政策⼠資格制度と社会
的認証ハンドブック」を地域公共⼈材開発機構ホームページにアップロードを予定しています。詳細については、ホームページよりご
確認下さい。 

 
３．地域公共政策⼠（レベル４︓○○プログラム）の社会的認証基準の新設 
 学習指導要領の変更にあわせ地域公共政策⼠（レベル４︓○○プログラム）の社会的認証基準とレベル４の学習アウト
カムの定義の新設致しました。社会的認証基準とレベル４の学習アウトカムの定義を踏まえて、資格教育プログラムの社会的
認証の申請⽅法、評価⼿法、資格制度の運⽤⽅法については、⾼校等との協議を踏まえ、今後地域公共⼈材開発機構理
事会にて協議を進め、資格制度の運⽤を⽬指します。 
 

以上 
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